
い
が
、
恐
ら
く
細
排

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

細
流
会
社
積
金
社
中
の
規
則
書
に
は
、
設
立
の
趣
旨
を
述
ぺ
て
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

オ
ヨ
ソ
凡
何
ノ
職
業
二
拘
ラ
ス
、
人
ノ
世
態
ニ
ハ
多
少
ノ
危
ヲ
帯
ヒ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
。
サ
ス
レ
バ
貧
富
貴
賎
ヲ
撰
マ
ズ
必
ズ
非
常
ノ
備
ナ
ヵ

ペ
カ
ナ
ヅ

ル
可
ラ
ズ
。
今
同
志
数
輩
ト
ハ
カ
リ
、
積
金
社
中
ヲ
結
ピ
、
細
流
会
社
ト
号
ヶ
、
各
人
自
己
ノ
権
ヲ
以
テ
支
配
ス
ル
事
ナ
ク
、
道

理
ヲ
以
テ
拠
ト
シ
、
規
則
ヲ
以
テ
主
ト
シ
、
会
局
ヲ
立
テ
質
店
ヲ
開
キ
、
社
中
人
撰
シ
テ
局
長
並
支
配
人
ヲ
置
キ
、
請
合
社
中
ノ

元
金
、
並
一
一
積
金
社
中
ノ
積
金
ヲ
以
テ
、
質
元
金
一
一
用
上
得
ル
所
ノ
利
益
ヲ
以
テ
諸
雑
用
ヲ
引
去
リ
、
其
余
ヲ
年
友
積
ミ
貯
へ
、

第
五
章
金
融
機
関
の
整
備
と
丸
家
銀
行
の
設
立

一
細
流
会
社
の
設
立

6８

明
治
六
年
に
作
ら
れ
た
「
丸
屋
商
社
社
則
」
第
六
条
に
は
、
保
続
積
金
を
細
流
会
社
に
預
け
置
く
ぺ
き
こ
と
と
規
定
し
て
あ
る
。
細

流
会
社
と
は
、
丸
屋
社
中
の
春
族
及
び
奉
公
人
の
無
用
の
費
え
を
省
き
、
非
常
の
場
合
の
備
え
と
す
る
た
め
に
、
明
治
四
年
十
一
一
月
に
、

早
矢
仕
有
的
が
、
美
濃
屋
宗
太
郎
と
相
談
し
て
、
積
立
貯
金
を
経
営
す
る
た
め
に
設
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
事
務
所
は
、
横
浜
堺

町
の
丸
屋
書
店
・
薬
店
の
裏
側
の
美
濃
屋
の
土
蔵
に
接
し
た
と
こ
ろ
に
設
け
ら
れ
た
。
細
流
会
社
と
い
う
名
称
の
由
来
は
詳
ら
か
で
な

い
が
、
恐
ら
く
細
流
が
合
し
て
大
河
と
な
る
よ
う
に
、
零
細
な
資
金
を
蓄
積
し
て
、
重
要
な
用
途
に
供
給
し
よ
う
と
い
う
意
味
を
含
め
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第
十
一
ヶ
年
毎
二
後
二
誌
セ
ル
甲
乙
丙
ノ
法
一
一
随
テ
積
金
社
中
へ
渡
シ
、
其
余
益
ヲ
以
テ
、
局
長
支
配
人
等
ノ
給
分
並
二
請
合
社

中
ノ
請
合
料
ヲ
払
上
、
其
余
ヲ
本
局
非
常
ノ
備
金
一
一
積
ミ
ヲ
キ
、
若
非
常
ノ
災
害
ニ
逢
う
ト
モ
、
積
金
社
中
ハ
勿
論
請
合
社
中
一
一

カ
ケ

ナ
ヅ

モ
損
失
ヲ
閥
ザ
ル
ヲ
期
ス
・
東
京
ノ
ァ
ル
商
家
ノ
隠
居
某
、
近
隣
ノ
小
民
ノ
為
二
積
金
諾
ヲ
結
ビ
テ
遠
慮
講
ト
号
ク
。
今
我
輩
ノ

ハ
ジ
メ

此
挙
モ
又
大
略
其
意
二
微
ヘ
リ
。
又
其
始
二
記
セ
ル
文
ノ
大
意
ヲ
埜
二
誌
シ
テ
、
社
中
奉
公
人
並
二
婦
女
子
等
ヲ
シ
テ
、
必
須
ノ

オ
コ
タ
リ

費
用
ヲ
減
ジ
テ
蓄
財
ヲ
求
ム
ベ
キ
ニ
ハ
ァ
ラ
ズ
、
只
無
益
ノ
飲
食
無
要
ノ
虚
飾
或
ハ
怠
慢
二
時
間
ヲ
費
シ
遊
興
二
財
宝
ヲ
棄
ツ
ル

タ
ス
ケ

如
キ
、
其
身
ヲ
圭
母
ス
ル
所
ノ
費
用
ヲ
転
ジ
テ
災
害
ヲ
防
グ
ノ
資
ト
ナ
ス
ベ
キ
ヲ
論
ス
ノ
ミ

こ
の
文
中
に
見
え
る
商
家
の
隠
居
某
の
設
立
し
た
遠
慮
講
と
い
う
の
は
、
江
戸
堀
留
町
の
西
浦
屋
吉
兵
術
が
中
心
と
な
っ
て
、
三
善

社
交
員
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
美
濃
屋
宗
太
郎
の
堺
町
の
店
は
、
も
と
こ
の
西
浦
屋
吉
兵
衛
の
出
店
で
あ
っ
た
。

こ
の
西
浦
屋
吉
兵
衛
並
に
同
五
郎
兵
衛
が
、
積
金
社
中
に
名
を
列
し
て
い
る
の
は
面
白
い
。
尤
も
丸
屋
社
中
以
外
の
者
で
も
、
細
流
会

社
に
加
入
す
る
こ
と
は
自
由
で
あ
っ
た
。

細
流
会
社
の
設
立
趣
意
書
の
後
に
、
遠
慮
講
序
文
が
引
用
し
て
あ
る
。
興
味
が
あ
る
か
ら
、
左
に
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。

す
ぐ
な

古
語
に
日
く
、
遠
き
慮
り
な
き
時
は
、
近
き
憂
あ
り
と
、
又
日
く
約
を
以
て
是
を
失
す
る
も
の
鮮
し
と
、
宜
な
る
哉
、
遠
き
恵
は

倹
約
を
守
る
〔
に
〕
如
く
は
な
し
、
小
人
究
す
れ
ば
乱
を
な
し
、
金
庫
満
ち
て
礼
節
の
行
は
る
Ｌ
事
人
情
の
常
也
、
さ
れ
ば
我
身

の
分
限
を
知
り
箸
を
除
き
倹
約
を
守
れ
ば
、
暮
ら
し
方
に
困
ら
ず
、
暮
し
方
に
困
ら
さ
れ
ば
自
ら
貧
る
心
少
く
な
り
て
世
を
害
せ

ず
、
世
を
害
せ
ざ
る
は
人
間
第
一
の
心
得
な
り
、
又
仁
義
に
志
さ
す
も
余
財
無
け
れ
ば
及
ひ
難
き
事
あ
り
。
故
に
倹
約
は
仁
義
を

行
ふ
の
源
に
し
て
、
家
内
和
合
子
孫
長
久
の
基
也
。
予
今
同
志
の
輩
と
議
し
、
無
益
の
費
用
を
省
き
、
余
れ
る
所
の
小
財
を
積
み
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て
大
と
な
し
以
て
非
常
を
柿
ひ
、
親
あ
る
も
の
は
孝
養
の
手
当
と
し
、
男
子
あ
る
者
は
教
育
の
資
と
な
し
、
女
子
あ
る
も
の
は
縁

付
の
用
意
と
し
、
奉
公
人
。
厄
介
（
ヤ
カ
ヰ
他
人
の
家
に
寄
留
す
る
者
）
は
、
之
を
以
て
世
態
〔
帯
〕
を
持
つ
時
の
元
手
と
し
、

万
事
差
支
へ
な
き
人
は
陰
徳
を
施
し
、
知
音
懇
意
の
難
儀
を
救
ひ
、
又
幼
院
・
病
院
。
学
校
な
と
に
寄
附
す
る
等
、
総
て
無
益
の

そ
な
え

費
を
省
き
て
、
有
益
の
資
に
備
ん
事
を
心
が
け
な
ぱ
、
人
間
の
本
分
を
つ
く
｛
９
に
は
至
ら
す
と
も
、
知
ら
ず
識
ら
ず
我
身
の
幸
福

な
づ

を
ま
ね
く
端
と
も
成
り
な
ん
か
と
、
柳
か
講
を
結
び
て
遠
慮
講
と
号
く
。
此
講
に
連
な
る
も
の
、
家
内
婦
女
子
に
至
る
ま
で
、
此

意
を
忘
却
す
る
事
勿
れ
と
愚
な
る
筆
を
染
て
序
と
す

諭
し
分
而
無
し
求
レ
事
、
不
し
費
し
財
而
積
二
倹
徳
一
者
、
自
得
し
福
駕

一
日
に
一
時
つ
つ
の
朝
起
は
月
に
五
日
の
長
生
と
知
れ

千
万
の
〉
）
か
ね
も
元
は
一
銭
の
ち
り
ぞ
積
り
て
山
と
成
ぬ
る

積
金
の
方
法
は
、
甲
。
乙
。
丙
の
三
種
あ
る
。
三
種
と
も
十
一
カ
年
満
期
で
あ
る
が
、
甲
は
毎
月
一
両
ず
つ
積
み
立
て
、
乙
は
最
初

の
月
に
一
一
一
○
両
を
出
金
し
、
二
カ
月
目
か
ら
は
毎
月
一
両
ず
つ
を
積
み
立
て
、
丙
は
最
初
に
一
○
一
一
一
両
出
金
し
、
十
一
ヵ
年
据
置
く
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
掛
金
に
対
す
る
利
息
は
、
年
一
割
五
分
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
積
算
法
は
甲
・
乙
・
丙
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な

っ
て
い
る
。
甲
は
初
年
に
は
利
息
を
付
せ
ず
、
二
年
度
の
終
り
に
、
初
年
度
の
積
金
一
二
両
の
元
利
合
計
と
、
二
年
度
の
積
金
一
二
両

を
加
え
た
も
の
を
、
元
金
と
し
て
一
一
一
年
度
に
送
る
も
の
で
あ
る
。
乙
は
初
年
度
は
最
初
の
月
の
一
一
一
○
両
に
の
み
利
息
を
付
し
、
そ
の
後

の
積
金
に
は
利
息
を
付
し
な
い
で
二
年
度
に
送
り
、
二
年
度
に
は
、
そ
の
元
利
合
計
及
び
二
年
度
の
積
金
を
合
計
し
た
も
の
を
元
金
と

し
て
三
年
度
に
送
る
も
の
で
あ
る
。
丙
は
一
○
一
一
一
両
の
内
か
ら
三
両
を
差
引
き
、
一
○
○
両
に
対
し
て
初
年
度
か
ら
複
利
計
算
を
行
な
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う
も
の
で
あ
る
。
従
が
っ
て
甲
法
に
よ
れ
ば
初
年
度
一
二
両
が
十
一
年
度
に
は
一
一
九
二
両
と
な
り
、
乙
法
に
よ
れ
ば
初
年
度
四
五
両
二

分
が
、
十
一
年
度
に
は
四
二
七
両
と
な
り
、
丙
法
で
は
初
年
度
一
一
五
両
が
、
十
一
年
度
に
は
四
六
五
両
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し

て
社
中
の
積
立
金
を
保
障
す
る
た
め
に
、
請
合
社
中
を
設
け
、
一
定
の
元
金
（
金
額
不
明
）
即
ち
保
続
金
を
積
み
立
て
さ
せ
る
こ
と
と

し
、
十
一
年
間
は
、
自
由
に
脱
退
す
る
こ
と
を
認
め
な
か
っ
た
。
こ
の
請
合
社
中
の
人
数
は
十
人
で
元
金
は
三
○
○
○
両
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
細
流
会
社
は
積
立
金
を
利
殖
す
る
た
め
に
質
屋
を
営
み
、
殊
に
資
金
の
回
転
の
有
利
で
迅
速
な
親
質
業
を
専
ら
と
し
た
。

細
流
会
社
の
規
則
は
、
明
治
七
年
一
月
に
改
正
さ
れ
た
。
そ
の
主
な
点
は
、
金
高
の
数
え
方
が
、
そ
れ
ま
で
両
。
文
で
あ
っ
た
の
を

円
・
銭
と
し
た
こ
と
、
年
利
率
を
一
割
五
分
か
ら
一
割
二
分
に
引
き
下
げ
た
こ
と
、
積
金
手
数
料
を
省
い
た
こ
と
、
新
加
入
の
積
金
増

加
に
応
じ
て
、
請
合
元
金
を
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
一
口
を
一
○
○
円
と
定
め
た
こ
と
、
満
期
決
算
の
上
、
積
金
及
び
請
合
金
の

元
利
を
控
除
し
た
残
額
は
、
そ
の
十
分
の
四
を
本
局
の
備
金
（
予
備
費
）
に
、
十
分
の
四
を
請
合
社
中
に
、
十
分
の
一
一
を
積
金
社
中
に

そ
れ
ぞ
れ
分
配
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
こ
と
等
で
あ
る
。
〉
）
の
規
則
書
の
末
尾
に
は
、
諸
合
社
中
と
し
て
、
美
濃
屋
宗
太
郎
、
西
浦
屋

吉
兵
衛
、
同
五
郎
兵
衛
、
福
沢
諭
吉
、
山
梨
直
亮
、
豊
田
亀
吉
、
加
藤
太
郎
吉
、
梁
雅
路
、
丸
屋
善
八
の
九
人
の
名
が
見
え
、
局
長
は

美
濃
屋
宗
太
郎
、
局
長
助
（
副
局
長
）
が
早
矢
仕
有
的
、
支
配
人
が
高
瀬
伊
兵
衛
、
書
記
方
が
小
泉
周
助
で
あ
っ
た
。
こ
の
積
金
利
足

（
息
）
の
改
正
を
社
中
に
通
知
し
た
印
刷
物
が
現
存
し
て
い
る
。
そ
れ
は
左
の
よ
う
な
文
面
で
あ
る
。

質
物
利
足
当
時
世
間
之
振
合
一
一
従
上
当
成
之
一
月
ヨ
リ
利
下
致
候
一
一
付
積
金
利
足
是
迄
年
一
割
五
分
之
割
合
二
而
御
預
リ
申
候
処

当
戊
之
一
月
以
後
御
入
社
之
御
方
ハ
年
一
割
一
一
分
之
利
足
一
一
而
御
預
リ
申
候
間
規
則
書
入
御
覧
候
但
シ
申
年
酉
年
御
入
社
之
分
ハ

当
戊
年
中
迄
ハ
是
迄
之
通
り
年
一
割
五
分
之
割
合
ヲ
以
テ
積
立
置
来
亥
年
ヨ
リ
年
一
割
二
分
之
利
足
一
一
而
積
立
候
間
自
然
退
社
之
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利金改正通知

二
交
銀
私
局
の
設
立

丸
屋
商
社
で
は
、
細
流
会
社
の
救
金
が
次
第
に
増
加
し
て
来
た
た
め
に
、

議
議
灘
瀞
鴬
鴬

御
方
ハ
当
成
年
十
月
迄
一
一
御
沙
汰
被
成
下
度
候
御
沙
汰
無
之
分
〈
来

亥
年
ヨ
リ
右
一
割
二
分
之
利
足
二
而
積
立
可
申
候
此
段
御
承
知
置
可

被
下
候明

治
七
甲
成
年
一
月

横
浜
堺
町
二
丁
目
細
流
社

早
矢
仕
五
郎
様

一
）
の
規
則
は
明
治
十
二
年
一
月
に
な
っ
て
、
さ
ら
に
改
正
さ
れ
た
。
そ

の
主
な
点
は
、
満
期
期
限
を
十
一
カ
年
か
ら
六
カ
年
に
短
縮
し
、
同
時
に

年
利
率
を
一
割
に
引
き
下
げ
、
積
金
の
方
法
と
し
て
、
甲
。
乙
・
丙
の
ほ

か
に
、
更
に
丁
法
を
設
け
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
丁
法
と
い
う
の
は
、
初

月
に
一
○
一
円
を
拠
出
し
、
第
二
月
目
か
ら
は
、
毎
月
一
円
ず
つ
を
出
し
、

初
月
の
一
○
○
円
に
は
、
そ
の
利
子
を
加
え
、
残
り
の
一
円
及
び
第
二
月

以
後
の
一
円
は
、
甲
法
に
よ
っ
て
利
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

7２



料
を
徴
収
し
た
。

預
金
は
定
期
預
金
と
当
座
預
金
と
両
種
あ
っ
た
。
定
期
預
金
は
六
カ
月
を
単
位
と
し
て
、
一
円
か
ら
一
○
○
円
ま
で
を
預
り
、
利
子

は
月
一
分
で
あ
っ
た
。
ま
た
当
座
預
金
は
、
一
○
○
円
以
下
を
取
り
扱
い
、
利
子
は
一
円
に
つ
き
一
日
に
二
毛
半
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
て
貸
付
金
の
利
息
は
一
日
四
厘
で
あ
っ
て
、
一
○
円
以
上
の
貸
付
の
場
合
に
は
、
抵
当
を
必
要
と
し
た
。
そ
し
て
そ
の
抵
当
物
件

と
し
て
の
家
屋
や
商
品
が
、
火
災
や
物
価
の
変
動
に
よ
っ
て
損
失
を
生
ず
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
火
災
請
合
及
び
見
込
代
価
請
合
人

を
立
て
、
利
息
四
厘
の
中
か
ら
、
火
災
請
合
料
と
し
て
五
毛
、
代
価
請
合
料
と
し
て
五
毛
を
支
払
っ
た
か
ら
、
交
銀
私
局
の
手
取
の
利

息
は
、
一
日
一
一
一
厘
で
あ
っ
た
。
ま
た
遊
金
が
生
じ
た
場
合
に
は
相
当
の
抵
当
を
取
っ
て
、
遊
金
請
合
主
に
貸
付
け
た
。
こ
の
利
息
は
、

息
は
、
一
日
三
厘
で
あ

一
日
二
毛
半
で
あ
っ
た
。

な
お
交
銀
私
局
で
は
、
丸
善
商
社
の
社
中
だ
け
に
通
用
す
る
社
用
切
手
を
発
行
し
た
。
丸
屋
の
社
中
の
者
で
、
交
銀
私
局
に
預
金
の

あ
る
者
は
、
そ
の
預
金
と
同
一
金
額
の
社
用
切
手
を
受
け
取
り
、
丸
屋
の
各
店
で
、
代
価
の
支
払
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
社
用

切
手
は
、
五
○
銭
が
単
位
で
あ
っ
て
、
一
区
五
銭
ず
つ
十
区
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
現
金
が
必
要
の
時
は
、
切
手
を
交
銀
私
局
に
持

7３

明
治
八
年
一
月
一
日
に
、
新
た
に
貯
蓄
銀
行
に
類
似
し
た
金
融
機
関
を
設
立
し
、
こ
れ
を
交
銀
私
局
と
名
づ
け
た
。
そ
の
内
容
は
同
日

付
で
制
定
さ
れ
た
「
交
銀
私
局
之
記
」
十
二
カ
条
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
私
局
の
設
立
の
主
な
目
的
は
、
丸
屋
商

社
の
保
続
積
金
、
火
災
請
合
金
、
海
陸
難
事
請
合
金
、
死
後
請
合
金
な
ど
、
い
わ
ば
各
種
の
保
険
金
の
保
管
・
運
営
に
あ
っ
た
。
し
か

し
一
般
に
預
金
及
び
貸
付
、
第
三
者
の
依
頼
に
よ
る
家
賃
の
取
立
、
火
災
請
合
金
。
海
陸
難
事
請
合
金
の
集
金
及
び
支
払
、
預
り
品
並

に
諸
職
人
製
造
品
の
売
捌
、
諸
職
人
の
用
品
の
仕
入
並
に
売
渡
し
等
も
引
き
受
け
、
そ
の
取
り
扱
い
の
金
高
に
応
じ
て
、
一
定
の
手
数
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っ
て
行
け
ば
、
発
行
の
翌
日
か
ら
一
円
に
つ
い
て
二
毛
半
の
利
息
を
付
け
て
、
現
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
丸
屋
で
も
、

売
品
の
代
価
と
し
て
受
け
取
っ
た
切
手
を
、
交
銀
私
局
へ
持
っ
て
行
け
ば
、
や
は
り
二
毛
半
の
利
息
を
付
け
て
支
払
わ
れ
た
か
ら
、
両

者
に
取
っ
て
、
す
こ
ぶ
る
便
宜
で
あ
っ
た
。

更
に
交
銀
私
局
で
は
、
営
業
上
不
時
の
損
耗
を
蒙
っ
た
場
合
に
、
こ
れ
を
補
償
す
る
た
め
に
、
請
合
社
中
を
設
け
て
、
請
合
元
金
を

醸
出
さ
せ
た
。
諸
合
元
金
は
、
一
○
○
円
を
一
株
と
し
、
そ
の
総
高
は
預
金
の
三
分
の
一
以
上
と
し
た
。
こ
の
請
合
元
金
に
は
、
月
一

分
の
利
息
を
付
け
、
且
純
益
の
半
分
を
配
当
し
た
。
（
残
り
の
半
分
は
保
続
積
金
と
し
て
、
交
銀
私
局
に
積
み
立
て
ら
れ
た
）
そ
し
て

請
合
元
金
一
○
株
以
上
の
所
有
者
の
中
か
ら
社
長
を
、
五
株
以
上
の
所
有
者
の
中
か
ら
、
取
扱
人
、
監
察
方
、
簿
記
方
、
出
納
方
等
の

職
員
を
選
任
し
た
。
「
交
銀
私
局
之
記
」
の
最
後
に
は
、
請
合
社
中
と
し
て
、
丸
屋
善
八
、
早
矢
仕
有
的
、
中
村
道
太
、
中
村
清
行
、

取
扱
人
中
村
禄
郎
の
名
が
見
え
て
い
る
。
中
村
清
行
は
中
村
道
太
と
同
じ
く
、
三
河
豊
橋
藩
の
出
身
で
あ
っ
て
、
前
に
は
藩
の
財
政
整

理
に
力
を
尽
し
、
後
に
大
蔵
省
に
入
っ
た
。
彼
が
交
銀
私
局
の
請
合
社
中
に
加
わ
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
道
太
の
勧
誘
に
よ
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
中
村
禄
郎
は
、
遠
江
敷
知
郡
の
出
身
で
、
明
治
七
年
に
丸
屋
商
社
に
入
社
し
た
も
の
で
あ
る
。

明
治
九
年
に
、
交
銀
私
局
の
規
約
は
、
若
干
修
正
さ
れ
た
。
そ
の
主
な
点
は
、
定
期
預
金
の
最
高
額
を
一
○
○
○
円
に
引
き
上
げ
、

そ
の
利
率
は
一
円
に
つ
い
て
一
日
一
一
毛
一
一
蒜
即
ち
年
八
朱
、
当
座
預
金
は
一
○
○
円
以
上
を
も
扱
う
こ
と
と
し
、
そ
の
利
率
は
預
金
一

○
○
円
以
下
は
一
円
に
つ
い
て
一
日
二
毛
七
蒜
四
忽
す
な
わ
ち
年
一
割
、
一
○
○
円
以
上
は
二
毛
二
蒜
即
ち
年
八
朱
と
し
、
全
体
と
し

て
利
率
を
前
年
よ
り
引
上
げ
た
。
ま
た
公
債
証
書
保
護
社
中
約
束
害
十
二
ケ
条
を
制
定
し
て
、
こ
れ
を
規
約
に
追
加
し
た
。
こ
れ
は
丸

屋
社
中
で
公
債
証
書
を
所
有
す
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
組
合
で
あ
っ
て
、
政
府
か
ら
支
払
わ
れ
る
公
債
の
利
子
以
外
に
、
証



こ
れ
よ
り
先
明
治
三
年
に
、
伊
藤
博
文
は
、
明
治
政
府
の
財
政
政
策
に
関
す
る
諸
問
題
を
調
査
す
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
航
し

た
が
、
そ
こ
か
ら
金
本
位
制
を
採
用
す
ぺ
き
こ
と
と
共
に
、
分
散
的
発
券
制
度
を
取
る
、
ア
メ
リ
カ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
。
バ
ン
ク
を
模
範

と
し
た
国
立
銀
行
を
設
立
す
ぺ
き
こ
と
を
建
白
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
吉
田
清
成
は
、
中
央
発
券
制
度
を
取
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
を

模
範
と
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。
両
者
の
対
立
は
か
な
り
深
刻
で
あ
っ
た
が
、
井
上
馨
は
伊
藤
案
を
支
持
し
、
そ
の
結
果
明
治
五
年

に
は
、
国
立
銀
行
条
例
が
制
定
さ
れ
、
翌
年
に
は
金
札
引
換
公
債
条
例
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
条
例
に
よ
っ
て
最
初
に
第
一
。
第
二
。

第
四
。
第
五
の
四
つ
の
国
立
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
目
的
は
明
治
初
年
以
来
濫
発
さ
れ
た
不
換
紙
幣
を
一
掃
し
て
、
免
換
制
度
を

確
立
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
し
あ
た
か
も
明
治
四
年
に
は
廃
藩
置
県
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
跡
始
末
の
た
め
に
、
巨
額
の
秩
禄
公
債

が
発
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
に
、
明
治
九
年
に
は
、
国
立
銀
行
条
例
は
改
正
さ
れ
て
、
銀
行
の
資
本
金
の
八
割
ま
で
公
債
証
書

で
供
託
し
て
、
同
額
の
銀
行
紙
幣
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
明
治
十
二
年
末
ま
で
に
設
立
さ
れ
た
国

三
丸
家
銀
行

7５

書
の
運
用
に
よ
っ
て
得
た
利
益
を
、
公
債
の
所
有
者
に
支
払
う
仕
組
で
あ
っ
た
。
こ
の
利
益
は
、
毎
年
額
面
一
○
○
円
に
つ
い
て
、
秩

禄
証
書
は
一
一
円
、
新
公
債
証
書
は
一
円
二
五
銭
、
旧
公
債
は
五
○
銭
の
割
合
で
、
委
托
者
に
分
配
し
、
こ
れ
を
定
約
利
益
と
い
っ
た
。

な
お
余
分
の
利
益
が
あ
る
場
合
は
、
満
期
（
明
治
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
）
の
際
に
、
こ
れ
を
支
払
う
こ
と
と
し
た
。
な
お
こ
の
公

債
保
護
社
中
は
、
細
流
会
社
と
同
じ
く
、
本
来
丸
屋
社
中
の
人
々
の
便
宜
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
社
中
以
外
の
者
で

あ
っ
て
も
、
社
中
同
人
の
紹
介
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。



と
あ
り
ま
た
第
五
条
に
は

立
銀
行
は
、
百
五
十
三
行
の
多
き
に
達
し
て
い
る
。
同
時
に
銀
行
の
名
義
を
国
立
銀
行
以
外
で
も
用
い
る
こ
と
を
認
め
た
た
め
に
、
普

通
銀
行
の
設
立
も
、
ま
た
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
九
年
に
一
一
一
井
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
十
一
一
年

に
は
、
共
立
銀
行
、
安
田
銀
行
が
設
立
さ
れ
、
十
一
一
一
年
に
は
、
谷
村
銀
行
、
川
崎
銀
行
、
逸
見
銀
行
、
川
上
銀
行
、
東
京
貯
蔵
銀
行
な

ど
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
時
勢
を
察
す
る
こ
と
に
明
敏
で
あ
っ
た
早
矢
仕
有
的
は
、
こ
れ
ら
と
並
ん
で
、
丸
家
銀
行
を
創
立
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
は
じ
め
は
、
国
立
銀
行
に
倣
っ
て
、
有
限
責
任
の
組
織
と
す
る
考
え
で
あ
っ
た
が
、
政
府
が
銀
行
条
例
の
準
備
中
と

い
う
理
由
で
、
こ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
た
め
に
、
無
限
責
任
の
組
織
に
な
っ
た
。
そ
の
創
立
は
明
治
十
二
年
十
月
で
あ
っ
て
、
所
在
地

は
日
本
橋
区
桧
物
町
十
番
地
で
あ
っ
た
。

本
来
有
的
は
、
交
銀
私
局
を
、
丸
家
銀
行
に
吸
収
す
る
計
画
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
丸
家
銀
行
規
約
草
案
の
第
一
条
に
は

今
般
丸
屋
交
銀
私
局
ヲ
廃
シ
丸
家
銀
行
ト
改
称
シ
、
営
業
ハ
貸
付
金
、
預
り
金
、
為
換
、
荷
為
換
〔
諸
手
形
ヲ
割
引
シ
〕
保
護
預

り
及
上
諸
公
債
証
書
外
国
貨
幣
地
金
銀
ノ
売
買
等
ヲ
以
テ
主
務
ト
ス
ヘ
シ

7６

資
本
金
五
万
円
ハ
、
丸
家
一
家
ヨ
リ
ニ
万
円
社
中
一
同
ヨ
リ
三
万
円
ヲ
募
集
ス
ヘ
シ

と
あ
る
。
し
か
し
交
銀
私
局
を
丸
家
銀
行
に
合
併
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
交
銀
私
局
の
大
塚
嘉
蔵
が
反
対
し
た
た
め
に
、
つ
い
に
実

現
せ
ず
、
明
治
十
一
一
年
九
月
に
定
め
ら
れ
た
丸
家
銀
行
規
約
に
は
、
草
案
中
の
右
の
一
一
カ
条
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
規
約
は
全
文

一
一
十
八
条
か
ら
成
り
、
そ
の
主
な
条
項
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
条
当
銀
行
ノ
名
号
ハ
丸
家
銀
行
ト
称
ス
ヘ
シ



撰
者
ト
ス

第
二
条
当
銀
行
ノ

ヲ
以
テ
業
務
ト
ス
ヘ
シ

第
八
条
当
銀
行
蛍

継
続
ス
ル
ヲ
目
的
ト
ス

一
ブ
塞
頑
フ
ヘ
シ

第
四
条
当
銀
行
ノ
本
店
ハ
東
京
日
本
橋
区
桧
物
町
十
番
地
一
一
置
キ
尚
営
業
ノ
都
合
ニ
因
り
他
ノ
各
地
一
一
支
店
ヲ
設
置
シ
、
又

他
ノ
銀
行
会
社
ト
「
コ
ル
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
」
ヲ
締
約
シ
、
又
ハ
代
理
店
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ァ
ル
ヘ
シ

第
五
条
当
銀
行
ノ
資
本
金
高
ハ
七
万
円
ト
定
メ
百
円
ヲ
以
テ
一
株
ト
シ
七
百
株
一
一
分
割
ス
ヘ
シ

第
八
条
当
銀
行
営
業
年
限
ハ
開
業
ノ
日
ヨ
リ
満
二
十
ヶ
年
ヲ
以
テ
ー
期
ト
シ
、
満
期
二
至
ル
毎
一
一
更
メ
テ
許
可
ヲ
乞
上
永
久

第
一
一
一
条
当
銀
行
ノ
株
主
ハ
無
限
責
任
ト
定
ム
但
当
銀
行
株
主
一
同
ノ
望
ム
所
ハ
有
限
責
任
ナ
ル
ニ
由
り
、
若
シ
後
日
政
府

一
一
於
テ
合
本
銀
行
条
例
ヲ
発
行
セ
ラ
レ
、
有
限
無
限
ノ
両
責
任
ト
モ
許
可
セ
ラ
ル
、
二
於
テ
ハ
当
銀
行
ハ
更
二
有
限
責
任
ノ
免
許

第
九
条
当
銀
行
ノ
役
員
ハ
、
各
株
主
中
ヨ
リ
左
ノ
如
ク
撰
挙
ス
ヘ
シ

頭
取
壱
人

監
事
壱
人

支
配
人
壱
人

第
十
一
条
頭
取
、
監
事
、
支
配
人
ノ
撰
挙
法
ハ
、
毎
年
第
一
月
ノ
総
会
一
一
於
テ
投
票
ヲ
ナ
シ
、
其
多
数
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
以
テ
当

当
銀
行
ノ
営
業
ハ
貸
附
金
、
預
り
金
、
保
護
預
り
、
為
換
、
荷
為
換
及
諸
公
債
証
書
、
外
国
貨
幣
、
地
金
銀
売
買
等
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純
益
高
百
分
ノ
五
別
段
積
金

是
ハ
総
株
金
高
ノ
ー
一
割
一
一
到
ル
ヲ
度
ト
シ
、
之
ヲ
積
立
テ
非
常
ノ
災
害
又
ハ
貸
附
金
滞
り
等
ノ
損
失
二
備
フ
ヘ
シ

純
益
高
百
分
ノ
五
地
所
家
屋
積
金

備
二
充
ツ
ヘ
シ
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第
十
二
条
支
配
人
以
上
一
一
撰
挙
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
十
株
以
上
ヲ
所
持
ス
ル
モ
ノ
ニ
限
ル
ヘ
シ

第
十
四
条
役
員
ノ
月
給
ハ
左
ノ
如
シ

頭
取
弐
拾
五
円

監
事
弐
拾
円

支
配
人
弐
拾
円

第
十
五
条
当
銀
行
ノ
株
主
ハ
各
左
所
持
セ
ル
株
数
十
箇
迄
ハ
一
株
毎
一
一
一
箇
ツ
ッ
ノ
発
言
投
票
ヲ
為
ス
ヲ
得
へ
シ
、
又
十
一

株
以
上
百
株
迄
ハ
五
株
毎
一
一
一
筒
ツ
ッ
ヲ
増
加
シ
、
百
一
株
以
上
ハ
十
株
毎
一
一
一
筒
ツ
ッ
ヲ
増
加
ス
ヘ
シ

第
十
九
条
当
銀
行
ノ
総
勘
定
ハ
、
毎
年
両
度
（
六
月
十
二
月
）
其
精
算
ヲ
ナ
シ
、
全
体
ノ
利
益
金
ヨ
リ
一
切
ノ
諸
経
費
ヲ
引

去
リ
、
其
純
益
金
ヲ
現
ハ
シ
タ
ル
上
、
株
主
一
同
ノ
総
会
一
一
於
テ
其
協
議
ヲ
遂
ケ
、
該
期
繰
越
利
益
ノ
額
ヲ
定
〆
、
之
ヲ
後
期
ノ

利
益
中
一
一
算
入
ス
ヘ
シ
、
右
ノ
如
ク
繰
越
高
若
干
ヲ
引
去
リ
、
其
残
高
ヲ
配
当
ス
ル
割
合
ハ
左
ノ
如
シ

純
益
高
百
分
ノ
十
積
立
金

是
ハ
総
株
金
高
ノ
ー
割
五
分
二
到
ル
迄
ヲ
度
ト
シ
之
ヲ
積
立
テ
諸
公
債
証
書
等
一
一
換
へ
、
其
殖
益
ヲ
謀
り
、
本
社
保
続
ノ
準
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是
ハ
現
今
所
有
ノ
地
所
家
屋
ノ
元
金
高
一
一
至
ル
ヲ
度
ト
シ
、
之
ヲ
積
立
ツ
ヘ
シ

純
益
高
百
分
ノ
五
諸
役
員
賞
与
配
当

純
益
高
百
分
ノ
七
十
五
総
株
高
へ
配
当

投
票
権
の
規
定
も
興
味
が
あ
る
が
、
頭
取
以
下
役
員
の
給
与
が
、
当
時
と
し
て
も
意
外
に
低
額
で
あ
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。
な
お

妄
）
の
規
約
に
は
株
主
四
十
八
名
の
姓
名
と
持
株
の
数
が
列
記
し
て
あ
る
。
そ
の
中
で
主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

丸
家
善
八
一
○
○
株
中
村
道
太
二
○
株

福
沢
諭
吉
一
○
○
株
伊
藤
詮
一
郎
一
一
○
株

早
矢
仕
有
的
五
○
株
穂
積
寅
九
郎
二
○
株

松
平
卓
丸
五
○
株
小
幡
篤
次
郎
一
○
株

近
藤
孝
行
四
○
株
朝
吹
英
二
一
○
株

奥
平
昌
遥
三
七
株
阿
部
泰
造
〔
蔵
〕
一
○
株

中
村
清
行
三
五
株
箕
作
秋
坪
六
株

丸
家
善
七
三
○
株
馬
越
恭
平
五
株

杉
本
正
徳
三
○
株

そ
し
て
頭
取
に
は
奥
平
昌
迩
、
支
配
人
に
は
伊
藤
詮
一
郎
、
監
事
に
は
近
藤
孝
行
が
選
任
さ
れ
た
。

一
見
し
て
慶
応
系
の
実
業
家
が
多
く
参
加
し
て
い
る
の
は
、
福
沢
と
早
矢
仕
の
縁
故
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
奥
平
昌
迩
は
、
旧
中
津
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藩
主
で
、
近
藤
孝
行
は
、
旧
山
形
藩
主
水
野
忠
弘
の
家
扶
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
の
所
有
株
に
は
、
新
に
出
資
し
た
も
の
は
少
な
く
、
そ
れ
ま
で
丸
善

商
社
ま
た
は
交
銀
私
局
の
預
り
金
に
対
し
て
発
行
さ
れ
た
預
り
証
書
を
、

そ
の
ま
ま
株
券
に
引
き
換
え
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
こ
の
た
め
に
、
後
に

株
主
の
責
任
に
つ
い
て
、
困
難
な
問
題
が
発
生
す
る
の
で
あ
る
。

翌
十
三
年
六
月
に
は
、
増
資
の
結
果
、
資
本
金
は
当
初
の
倍
額
以
上
の

一
五
万
円
と
な
り
、
株
主
は
一
二
八
名
に
増
加
し
た
。
新
加
入
の
株
主
に

は
、
山
形
地
方
の
産
業
開
発
を
目
的
と
し
て
参
加
し
た
、
同
地
方
の
有
力

者
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
間
も
な
く
山
形
に
丸
家
銀
行
の
支
店
が
設

置
さ
れ
た
。
そ
し
て
奥
平
昌
迩
は
頭
取
を
辞
任
し
て
、
近
藤
孝
行
が
こ
れ

に
代
っ
た
。
間
も
な
く
福
沢
諭
吉
は
株
主
を
辞
し
、
水
野
忠
弘
の
先
代
の

た
だ
き
よ

水
野
忠
精
が
大
株
主
と
な
り
、
山
形
財
閥
の
色
彩
は
、
著
し
く
濃
厚
と
な

っ
た
。

丸
家
銀
行
の
営
業
の
状
態
に
つ
い
て
は
、
現
在
第
四
回
半
季
（
明
治
十

四
年
七
月
一
日
よ
り
十
二
月
三
十
一
日
に
至
る
）
と
、
第
七
回
半
季
（
明

治
十
六
年
一
月
一
日
よ
り
六
月
三
十
日
に
至
る
）
の
考
課
状
が
保
存
さ
れ

8０



て
い
て
、
そ
の
大
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
明
治
十
四
年
の
後
期
に
は
、
金
融
が
逼
迫
し
た
た
め
に
、
金
利
が
昂
騰

し
、
年
利
一
割
八
分
か
ら
一
一
割
の
間
を
上
下
し
た
。
山
形
支
店
で
は
為
換
、
荷
為
換
の
取
扱
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
本
店
の
定
期
預
金

は
、
預
け
人
一
一
六
六
名
（
利
息
平
均
年
一
割
）
当
座
預
金
は
預
け
人
一
五
八
名
（
利
息
平
均
年
七
分
）
で
あ
る
か
ら
、
経
営
規
模
の
小

さ
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
利
益
金
は
、
本
支
店
合
計
一
万
一
一
一
千
二
百
三
十
五
円
八
十
銭
二
厘
で
あ
っ
て
、
配
当
は
一
株
に
つ
い

て
六
円
五
十
銭
で
あ
る
。

8１

明
治
十
六
年
前
期
に
は
、
こ
れ
に
反
し
て
金
融
緩
慢
と
な
り
、
物
価
も
低
落
し
た
が
、
六
月
一
日
以
来
、
丸
善
為
換
店
と
業
務
を
合

併
し
た
た
め
に
、
決
算
の
金
額
は
か
な
り
増
加
し
て
い
る
。
｝
）
の
期
の
本
店
の
定
期
預
金
は
預
け
人
四
二
五
人
（
利
息
平
均
年
一
割
）

で
あ
っ
て
、
当
座
預
金
は
預
け
人
二
八
八
人
（
利
息
平
均
年
六
分
）
で
あ
る
。
そ
の
利
益
金
は
、
本
支
店
合
計
一
万
一
千
一
一
百
四
十
円

三
十
一
銭
で
あ
っ
て
、
配
当
は
一
株
に
つ
い
て
六
円
で
あ
っ
た
。




